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W215a Nano-JASMINEと小型 JASMINEの全体的進捗状況
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赤外線による位置天文観測衛星ミッションである JASMINEは、現在は、Nano-JASMINEと小型 JASMINE
の検討、開発を集中的に行っている。Nano-JASMINEは、超小型衛星による日本で最初の位置天文観測衛星と
なり、打ち上げは、2014年末の予定である。FMの最終試験は完了し、運用訓練の実施、および地上通信局の準
備が進んでいる。さらにデータ解析準備は、Gaiaのデータ解析チームとの国際的な共同研究開発体制により順
調に進められ、打ち上げに備えている。一方、小型 JASMINEは、年周視差を 10 ∼ 70µ秒角の精度（固有運動
10 ∼ 70µ秒角/年）でバルジ中心領域の数平方度、その他興味ある特定天体（CygX-1、ガンマ線連星や系外惑星
等）方向に対して位置天文観測を行う計画であり、JAXA宇宙研で募集が予定されている小型科学衛星へのミッ
ション提案に備えている。観測システム、さらにバス部とのインターフェース、コスト等の検討が進み、ミッショ
ン要求や小型科学衛星の条件を満足するシステム全体の概念設計ができてきた。また、コンパクト天体等の連星
系の 3次元軌道要素の解明など小型 JASMINEで拓ける新たなサイエンスの検討も進み、さらに銀河系バルジの
星の分光観測を行うAPOGEEプロジェクト (SDSS-IV)との国際連携に関するMOUを締結した。


